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シロシクボタルカの羽化(解説4貫)

大　　町　　山　　岳　　博　　物　　館
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岩　登　り　用　具

その　強度と耐久力について

好

山での車故の直接的な原因のなかに､登山用具の欠陥

から生じたものがかなりある｡

登山用具の蟹択が大切で､万全を期すことが望ましい

が､それと同時に､使用に際しては正しい使い方をすべ

きであるo

しかしながら､用具にはそれぞれ繭久力や､強慶に限

界があるもの融!､それを知らないで､その強慶を趨し

ての使用は決して正しい使い方とはいえない｡

したがって用具の個々についての強慶や耐久力の限界

を知ることは甚だ大切なことである〇時に岩登りの用具

は､登撃Cとはん)の時には､その用具へ直接に頼るこ

とが多いので個々の強慶や耐久力を充分に知る必要があ

る○

ザ　イ　ル　の　強　度

ザイルの強喪を志す方法としては､静かな引張り試験

でその折張力を現わしているのが唯一つのものでぬる

これは条件によって､そのテストの結果が割合に左右さ

れないので採用されているo

衝撃試験はそのテスト時の条件を同じものにす

ることが困難であり､かつ唾かな条件の差でテス

トの結果が異なる場合が多いものであるo

さて､現在日本で多く使用されている東京製綿

会社のマニラ麻のものは､平埼抗寂力･ llm/m

のもの1200kg程毘(最大坑張力1350kg)であり､

伸び約6%授産を宗している°

これだけの抗張力があれば､人体を衰えること

に充分にできるが､墜落による衝撃は､その条件

によっては､それよりも遥かに強く､簡単に切れ

る場合がある｡人体の落下の衝撃力は､その落下

の距離が長いほど強くなる｡また､鋭角な支点で

支えられた場合にはザイルは切れ易いoそれはザ

イルの結び目が抗張力の半分以下になるのと同様

で､条件によっては(岩角などの状態の落下時の

力のかゝり方など)更に弱くなることが蓄えられ

るo

平均抗張力1700kgの11m/mナイロンザイルの

場合もそれと同じであるが､ナイロンは伸びが約

60%もあるために､ある程痩衝撃を緩和するo鋭

く細い岩角には弱いとされている°

さて､トップが後続者を確保する場合に(普通

の状態で)は後続者のスリップを支えることは上

日　山荘　　海　　野　　良　　治

記抗張力を持つザイルならは充分である｡しかし､トッ

プの墜落による衝鞄まザイルの強慶を凌ぐ場合があるこ

とを知らねばならない0

-たび強い衝撃を受けたサイ,しぼ3分の1程睦の力に

減じていることもあり､あるいは切断寸前の状態になっ

ていることももって外部から見たゞげではあからない｡

したがって強い衝韓を受けたものや古いザイルは信頼で

きない｡

ザイルの強陸と､人体の落下についての研究は日本山

岳会々誌｢山岳48｣金坂一郎氏に詳わしい｡

ハ　ー　ケ　ン　のi琵　度

普通の-ーケンは､根元までリスに打込まれた場合は

計算上からも実際的にも1,600kg程慶と老えられる｡

突端から根元までの強度は写真に示す通りで真に弱い

ものである｡したがって根元まで打込むえとが原則的な

ものであることが強調される｡薄刃のものは図に示すも

のよりも更に弱く､厚刃のものばやゝ強いo

40kgで比の杯に曲る此れ以上曲るとタラノクが入り折れるてあうう

--ケンを喰へだ曹 

( 

1

-,0kg二鳥の榊二曲り此れソ､上の場合はI園と同いなる

.
~
｣
~
~
i
i
J
~
~



1 958･6･20　　　　　　　　　　山　　と　　博　　物　　館　　　　　　第3理郵便物認可　　③

十°-　-ーケンを喰へた部分

~藍~~三~~｢~~~~

00okgで下方-譲の部分が溜り始め試験綾から抜け出た

.).I_､ 章一-:,, ハ-ケンを喰へた吾 

lS- ��

･'NUkgで舶')姉8)500kgで庇の状態に曲I) '･,..Cの部分か試舗:

(こ当I) (岩に当った･と同じ状態)其れ以上は的らなか-,rt

-ーケンはザイルと異って､根元まで打込まれている

場合には徳鞄こ対して､その強茂が減.じる率は割合すく

ない｡むしろ落下による衝曜力はノ､-ケンをリスから抜

き出す力に多く作用するものである｡

さて根元まで打込まれた--ケンはトップのかなりの

高さからの落下を支えることができるが､ 2人ふるいは

それ以上を支えない場合もある｡したがって困難な場所

では連続的に打つことが要求されており､またそれは(

連絡打ち)ザイル-の衝喋と確保若-の額曜をも緩和す

ることができるのである｡ -毘貼った-ーケンは強蔑3

分の1以下に弱くなっで､る(･亨の触った部分で)と考

えられる｡ (-ーケンのテストは新潟大長岡分窪山岳部

の好意による)

カ　ラ　ビ　ナ　ー　の　頭　皮

カラビナ-の蹟慶試験の繊告は写真の通りである｡こ

の強度によると､特別の状態による墜落でな･,､唄り､一

人の人体を萎えるのには､充分な接ぎを持っで子､ること

がわかる｡

カラビナ一に対する衝輩力くま､ --ケンと同館こ静か

な引張り試験の結果より幾分減じるが､ ･それほど大きな

差はないものと考えられる｡それは-ーケンとカラビナ

ーの接続が-踵の関節となって衝喋を授和し､カラビナ

ーのリング状である点から.若干のひずみと伸びによる

ものであろう｡

極項に近-.､力がかゝったカラビナーは-ー

ケンと同様3分の1以下の力しかないものと

考えられる｡

結　　　び

現在のところ､以上の三つの用具の内で､

最も力の弱いものはザイルである｡これは太

いものを使えば良いということになるが､そ

れは登撃に際する行動上の点からいうべくし

て実行され難いところだ｡また-ーケン､カ

ラビナーも､強睦はあるが実地での落下には

それを凌ぐことがある｡それで､万全を期す

ためには､墜落の憂れのある場合には､トッ

プはすくなくとも1米間隔に-ーケンを打つ

べきで､ザイルも2本.時には3本を使うべ

きであろう｡そして両帝に制動確保法による

べきである｡トップは絶対に墜ちてはいけな

いといわれているのは至言である｡

さああれ､過去において､それらの用具は

実に無数の数えきれないほどの人体の墜落を

支えてきている畢実がある｡それは人体の軟

らかさと､岩面(あるいは雪面)との睡擦､

綾睦な衝撃などによるものであろうo

名だたる登山家の多くが､幾蔓もその用具によって危

地を脱して生きのび､超かしい登馨を完了した｡

されば登山家はその用具に､とりわけザイルに対する

信頼の念は強く､そのザイルに結び合う友人-の信頼は

深いものとなるのでぬる｡　　　　　　　　32. 5 ･22

(カラビ

ナーの研

究につい

ては.山

と渓谷社

で最近出

版される

｢登山静

座｣第1

巻に矢野

先生が詳

しく書か

れている

ことを附

記します
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カラビナーの強度デス
0　　型

此型のカラビ十一の最大衛

霞は1200kgであるが1000

kgで噛合部がやや開くoそ

れは変形しないために噛合
せが滑るので新D型の如き

檀裂が生じることはすくな
い｡噛合せが外れて後の強

堅は材料自体のみの力であ

り約400kg種皮で開いてゆ

く｡

1000kg　荷重-一

喝合部やや開く

0型安全照付

安全環を付ける葛により約
400kg程度強さが増す｡此

型の弱点はピンの萌断にあ

るが､現在以上にピンを太

くすることは周囲を弱くす

るために出来ない｡全体に

太い材料を使用すればそれ

を実現出来るが､それより
は新D型或はその安全環付

の方が軽量な利点がある｡

ト(東京都大工高矢野先生による)

新　D　型

カラビ十一の弱点のピソと

噛全部に掛かる力を軽減す

るべく考えられた型であり

最大荷重1800kg (平均)の

強霞を持ち､且つ破断後も

500kg (平埼)の力を持つ

ものです｡ 0型よりも噛合

邦の開く率はすくないと-,､

う利点もある｡

新D型安全照付

最も強堅のあるカラビ十一

で､最大荷電2150kgO型安

全環付のようにピンが萌断

する率はすくなく､噛合部

が破断する率が多い､カラ

ビナーは衝撃と離かな引張

りとの力の蓋はすくないと

考えられる｡然しi安全頚茂

は比のテスト値よりも蓄干

低く見るべきだろう｡

綴綴懸
1660kg- (最大街道)　1840kg荷重- (最大葡軍

1500kgで破闘始まる　) 1800kgで噛合邦!m･,裂

2150kg葡長一(最大何

重)噛全部破断

:､1.:l鞠∴fl
1200kg荷電- C最大　　　　破闘後　440kg構竃-

荷重)　噛合邦外れる　　(ピンの功断後)にて開く

一面解説ミシロシダホタルガの羽化ミ春の-イキング

などの時､白く花吹きこぼれるサワブタ羊の葉上に､背

中に四角形の黄色い紋をならべ体側こ鮮やかな紅色の紋

のぬる美しい､写真のような幼虫を見ることがしばしば

ある｡ 6月下旬のある日居谷里(いやり)獲原で葉をま

いて白い繭を作っている蝿を見つけたので採集してきて

羽化をまった｡

それから三日日の夜11時30分頃羽化が始まった｡この

写真は羽化後約2分､麹を伸ばそうと大きく背伸びして

いる姿である｡まるまった薬先から出ているのは蝿のカ

ラである｡

噛全部はずれ後

500kg葡賞で開く

碇蹴後660kg構重

にて開く
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大町市社区清音の清芭蕉句碑
大町市社区から八坂村-は山坂を通っていく｡その山

峡にさしかかったはかりのところ､そこに小さな滝があ

る｡清音Cきよと)の滝とよばれる｡

初めて鍵が訪れたとき､紅葉の季節だった｡その次は

11月18日｡峡底の道には答葉が霜にいてついていたoこ

の種に沿って､高さ1メーター足らずの偶が立っで一る

表は高雅な書体で､芭蕉翁と旭ナ刻んでおる｡裏側に廻

ると､細字だけれど､次のように読みとれる｡

ほろほろと山吹散るや溝の音

寛政正美丑年十月十二日　　　章雅建之

萌本にとってみて､初めて気づく｡僻軸ま蓑も裏も､荘

蕪薬に摸してノミが使あれている｡輪郭も同様｡随分心

を配っている｡こんな片田舎に日蔭物になっていること

が不似合｡とにかく､この句棺の典雅さは絶対見諾せな

い｡この偶の本質はそこにある｡

句は｢篤(おい)の小文｣中の一句｡ -.-こでま､吉野

川上流の奔流｡普通の滝とはちかう｡でも､ここ清音の

滝に一句がふさおしくないことはない｡ 10メーター位の

保護したい昆虫　④
ギ　フ　チ　ョ　ウ

Luehdorfia Japonica Leech

ヒメギフチョウ(本報の③)と並んで春の女神と呼ば

れているこのチョウはやはり早春雪どげも間もない5月

中旬頃から一回だけ羽化し､非常に煙い間可憐な美しい

乱舞をする｡麺は黄と黒の美しいダンブラ模様をしてい

るので｢ダンダラ蝶｣と呼ばれたこともあったか､今は

あまりそのように言う人はない｡

アルプス山麓では主にマルバノカンアオイ､フダパァ

オイなどの

薬裏に真珠

のように美

しい卵を8

-12ケずつ

かためてう

みつける｡

卵からか

えった幼虫

滝｡山吹らしいものもありやなしや｡でも､あたりの静

寂に響く滝の音は山吹を散らすに糧々である｡

なお､芭蕉句偶からやや離れて､一基の歌個が立って

いる｡捕本にとって読解する｡そんなに僻は風化し果て

ているo

仁科の星なる清音滝をよめる　　　前内

大臣(花押)

王鉾(たまはこ)の道遠くとも信緩なる

清音の滝は立ちよりて見む

前内大臣西三条公修( ｢北安曇訓話｣による) ｡建値者

は横川宏幸

横川家とい

えば､日ま

でこそ健零

してしまっ

たけれど､

かつては北
子安暴きって

の豪家｡こ

こ清音滝は

その庭園だ

った｡だか

ら､句櫓を

建てた富雄

その人も梯

川家の一員

に相違ない

注L体全体が冥窯で体知問こぼ太･,､毛のある親とは似ても

似つかぬ笑1.鳩黒い形そ,しでいる｡

日本での分布はヒメギフチョウが大体中部地方以北に

麗するのに対しギフチョウはそれ以南に産し､この繭者

の棲息地帯は見ごとに分れで,､う｡しかし雨着の接しよ

く地(例えば中経朗の西の黒沢など)では同じ場所から

覇者が採れる｡だがこれ!-.一両者が入りみだれて生活して

いるというので‡ない｡

このような王滝場所のミ入りまじhミは学問上から韻

l･､醒心のもとに究明されで,､る｡生活の仕方が非常に似

ている生物でありながら(璃産は兄弟のような関係) ､

生活する場所がはっきりbかれで,､る去,､う三部ま､生物

の,王滝のなりたちの大きなカギがそれこかくされている

とみることができるのである○

このような点からみると価値ある霊物であると同時に

また美しいので淡集家や生物愛好家の最も欲するチョウ

でも奉るがみだりに探らぬよう束'Fi

に最大の.r主意7ifLだ･､ものである〇

台日　輪　(八坂中学校)

資華
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爺岳　を　め　ぐ　る

すぐ.発車こ捜鳥槍2.,､う垂やかな山があるためか､爺

岳はあれほど立派な山容でプご可を中心とする･安曇野に君

臨しなから､いっこうに人気の揖ない山である｡薗まき

爺さんから起ったと,､うユーモラスで立派な名前も､現

(tt･は却って爺むざ.,. t'′､う言葉を薄緑させるのかもし

れないし､山容の堂々としている割に､施鳥槍における

北壁(カタネ里)や､荒沢輿壁のような難しいルートの

な､了､こと､それが諸,､登山者たちに顧みられない原因で

奉ろう｡それにしても､あれ程足場のよ､.,､山がなぜもっ

と登られな･,､のか､そして地元の人たちがなぜよい登山

道を作らな･ ､のか.いつも私は..不忠･報に思うのである｡

後立山の山々のなかで.陳寡槍と不帰､それに白馬と

玉髄のおのおの東面ま､私の過去の貧しい登山歴のなか

に､かな｡のウエイトを示している｡特に暖島槍北壁､

荒沢輿壁､不帰東面の三つは､全力を傾けで悔いない充

実した魅力･.'*与えてくれた｡しかし､こうした激しい登

馨の間に訪れる爺や升ノ木周辺の山々は､静かでこじん

まりとした美しい山であった｡後立山の山々の別の面を

私に教えてくれたのは彼らで奉る｡特に私は爺岳が好き

だった｡はじめは､後立山でもっとも好きな山であり､

私の心の-イマートのような鹿島槍がよく見えるという

理由で爺-登ったが､後にはこの山のしっとりとした喋

れ､,､に次･.'剰こ心ひかれて､この山のみを目的に訪れろよ

うになった｡

今年の三月のことである｡友人の一人が､ ｢新人をつ

れて琵島槍の東電槙でも行きたいのだが､日数が僅かな

のと､混雑しそうなので困っている｣といってきた｡目

吉　　　田　　　　　　　郎

的は野人を雪の山に慣らすことで､別に琵島槍東尾根に

こだわらぬというので､私は爺岳の東尾根へ行くことを

すゝめた｡こゝなら､他のパーティのシュプールを辿っ

ていくうちに､いつのまにか頂上へ出てしまったなどと

いう,亡)蠍ままずないし､存外面白い山登りが出来るから

であった｡

爺岳の東尾摂というのは私たちの仲間でそう呼んでい

るので､正式の名はなんというのであろうか｡ともかく

爺の中央峰(頂上を三つ法ると考えて)から東へ張り出

し､白沢と小清沢を分ける尾枚である｡この尾根はやが

て二分し､一つは北東に延びて鼠島部落の上を通って大~

冷沢の出合まで達し､最後は丸山に終っているoもう一･

つは南東に延びて白沢天狗山の顕著な突起となり､白沢

天狗尾根ともいわれているようである｡かつてはこの白

沢天狗山に源汲から裏道があったらしいが､現在では通_

れない箸である｡従って雪のない時の登山には適さない

が､ -たん雪に埋まり､特に春などは､上部はやせ尾根

となって難しくこそないが､鹿島槍の東尾根や錐尾根､

或は申子畳根や双子尾根級の中級登山者むきのよいルー

トと化すのである｡

丸山附近から取りついたり､白沢天狗山附通から登る

とすると一寸長く､学生がいくつかテントを出す様な場一

合によいが､もっと短時間で楽しむには､源汲と琵島の

繭部落の中間で琵島川に入る矢沢を遡り､右手の尾根(

丸山-の尾根)へ出て､白沢天狗尾根とのジャンクショ

ン附遍に前進キャンプか雪洞を出せば､翌日は早朝出発

して爺に登頂し､夕方は大町へ帰れる箸である｡二日間

--:.dl ∴ 憧�爾闔ｨﾋ��3｢�鵜讃.読,擬ii ��蕪語手=.iI.; 蕊霊-il語 +∴ ��ﾈ�"�X甁ﾂﾃ｢ﾂｲｳ｢�ﾖ池莓"��������S',. ､l∴ ��������%ｨﾘﾂ�iYヽ Lt,'1,′ �� ��r������呈逃板r�辻ﾙn�����X���翻緩/ 撮_-ふみ;-_ I,;～: ∴ �) 了∴∴∴｢ 溺 唸ｬ��

.&', 劔章一､'ノ∴′藷 剴ｨ�h�や�ﾓ｢ﾘ���ｬ���� 

へも,､tA÷ 波､ 劔,飽′`緯 線j(,.'諦i′ 劔白ﾖ偵ｲ�ⅸ事���� � 劔 

懸三 ∴黒∴ 劔劔刪齬ｱ発 劔.千 暢�ｳ��蔦�6ﾘ�ｲ�∴∴∴∴し. 迄*IXﾈ蕀�r�����������������-烏∴ ～ 

∴∴tSm � �� �� � �� � 侏駢I>�ﾂﾈ�宛2�剪�

易:,.:読 � ��� 劔��

-=.躍起頴田.ifJ � 亦��悪���� ����態ー ∴∴ 劔 

園田-. � �� ��

ばかりの山登りとしてはまず高級に顧す

るルートでおろう｡

友人たちは帰ってきてから､よかった

まかったと言って喜んでいた｡案の定､

お彼岸の運休の駿島槍はなかなかの眠い

を呈したそうである｡しかし爺の方は彼

らだけ､まったく嘘のように山を独占出

来たという｡雪洞､深夜の出発､ナイフ

エッジの雪稜歩き､と新人たちも得ると

ころ少なくなかったろう｡加えてこのル

ートが積雪期の爺岳､そしてその翌年の

斑忠槍-の初登頂のルートであることを

知れば､その古典的な慧味から言っても

もっともっと登られればならぬルートだ

ろう｡因にこのルートの初登聾者は一高
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在学当時の田辺和雄さんたちで捻る

夏の爺岳はなるほど各地の小屋か

琶池の小屋かのいづれかから､縦走

路を辿るより要道はない｡しかしこ

れほど立派な山を､たゞ縦走中の-

ピークとしての存在だけに終らせる

のは､もまりにももったいないこと

でぬる｡大治沢の麦沢である小清沢

を友人と二人で遡ったのはいつの夏

のことであったろうかo　この谷はま

ことに荒涼とした潤いに乏しいガラ

ガラの谷であった｡ガラ石を踏み､汚

れた雪渓を登り､再び急なガレを登

りつめていく｡何となく硝煙くさい

ザラザラした印象が私たちをとりま

いたo ｢こんな谷､もうくるものか

･･････｣こうはき捨てるようにつぶや

いたのもつかのま､私たちは打って

変った美しいお花畠の中に立ちつく

して､呆然としていたoあれほど救

いのない赤茶けたガラガラの谷の上

*転,&-A__ ��8耳�ｲﾈx��
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に､どうしてこんなに美しいところがあるのか､その対

照の激しさに言葉もなかった｡山の大きさ､自然の変化

文字で書けばたったこれだけのことだが､その時私たち

の受けた感銘はそんなチッボケなものではなかった｡

小冷沢の荒涼さに比較して､白沢の明朗さは忘れられ

ないoたった一つの尾根を-だてだだけなのに､どうし

てこうも性格が違うのであろうか｡白沢を登ったのは丁

度新緑が初夏の陽光に明るく映え､豊かな残雪がうねっ

ている頃だった｡それだけに白沢の印象は一層明るく､

一層面白かったのかもしれない｡しかも実によい谷であ

ったo大きな岩壁もないし､急峻なルンゼもない｡どち

らかというと一本調子の谷である｡けれどもそれは平凡

という言葉とシノニムではなかったoザイルを結びノ､-

ケンを打つべきルートでこそないが､スマートな･･,･･･と

いう言葉が実感となってくるような谷でぬる｡ゾンメル

シーを背負ってこなかったことが､本当に悔まれるよう

なところだった｡その夜､私たちは爺の頂接でツエルト

サックをかぶって泊った｡輝く星､敏の肩に向って落ち

た三つほどの流星･･････これほど印象的な登山も少かった

この二つの谷にくらべて､扇沢の裏道はあまり好きに

なれないoそれで爺-登った帰りはたいてい冷池を廻っ

て下りてしまうo一つには離島部落という大きな誘惑が

ぬるためだ｡扇沢ももっと親しめばきっと良さが判って

くると思う｡なまじ夏道があるために却って登る気にな

れないというのは､一つには道のよくない為もある｡一

層道のない方が気特がよいが､あるのならあるでもう少

し整備してもらえたら､もっと多くの人がこの愛すべき

山-登るだろうと考えるo少なくとも現在直接(必ずし

も直接ではないが･･････)節-登る唯一の道だけに､いさ

ゝか残念でならない｡

陵島陰が好きなのは判る､しかし爺が好きなんていう

のはお前のイカモノ喰い趣味ざ･････とある人はいう｡イ

カモノ喰い･･････なるほど､今の概念からすればそうかも

しれない｡けれども山にはそれぞれ個蛙があるo圃格が

ある｡第一人気の的にならない静寂さがこの山にはある

もちろん俺だって､力いっぱいにぶつかれる山は面白い

さ｡いや俺の信ずる山登りの正統とはより困難なもの-

の対決だと思うさ｡しかしそればかりが山登りじゃな

い｡静かな山頂で瞑想し､谷で唄える･･････そんな気易い

山がなければ困るんだ-･･･私はいつもそういっている｡

少くとも夏の白馬のような混雑､潤沢のような喧蝋よ

この山には薬にしたくもない｡頂上-登る人はあっても

大部分は､地図とガイドブックとにらめっこの縦走マニ

アで､愴墓として立ち去っていく｡昨今の夏山で.谷の

なかにいるのは俺たちだけだ･･-･という充実感､それは

少なくも北アルプスの山では大変ぜいたくなことになっ

てしまっているo爺岳は僅かな時間で､思いがけない楽

しさを満喫させてくれる山だ｡ガイドブックなんか持っ

ていっても無瓢だから､地図と磁石があればいいoそん

なフレッシュな山が､まだ残っているということは､本

当に感謝してよいことであろう｡

(東京都杉並区阿佐ヶ谷1の8蝕)
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いやり

屠谷里へ藻類採集に
大町山岳博物館学芸委員　　　丸　　　山　　　　晃

晴れたぬる初夏の日曜日､英夫君と玲子さんは先生と

一緒に居谷里へ採集に出かけた｡新緑の山越しに白銀の

藤島岳が手にとるように見える｡先生のいあれだように

二人は管ビン､サジ､ホルマリンと寒露十を用恵してま

っている｡英夫君と玲子さんは今日は居谷里の藻類を採

集しようというのた｡

遥　類全体にわ

たる採集が

英夫君や玲

える｡途中7回日頃に-陸沸騰させる｡

3,このように処理した材料をカバーグラフにのせ5

分間位強く熱してから､それをスライドグラスに滴した

スディールラックスの上にのせる0

4,その後､半日位恒温器に入れておくとプレパラー

トができあがる｡

カラヤツ　　もう､太陽も大都傾いて湖面をわたってくる風は肌に浴

の立ちなら　　たく感せられる｡それから数日後､プレパラートが出莱

ぶ斜面の小　　あがったので､顕微鏡で見ることになった英夫君と玲チ

道を登りき　　　さんは今日を楽しみに待ちこかれていた｡ ｢ほら､殻の

ろと､急に　　摸様がはっきりわかるだろう｡ゲイ藻の分類にはこの摸

目の前が広　　様が非常に大事なんだよ｣ ｢きれいだわ｣

く開く｡ミ　　　｢ゲイ藻は筆箱のように遇った2枚の殻をもっていて

ツガシワが　　その穀に寵や穴や突起があり､さまざまな模様を作っ千

輯原の中を　　いる｣

通る川の近　　　｢先生この沢山あるのは何て霞頚ですか｣

く一面にひ　　　｢あゝ､それはね､エウノティア･ロブスタといって

ろかって､　　湿原には大抵でてくる軽類だよ｡すみの方に円いのかち

純白の花を　　るだろう｡これがメロシテ･イダリカという感類だよ｣

つけている　　　｢ヶイ譲には舟のような形をした羽状ゲイ譲と､この

今日はソウ　　　ように円い形をした巾[)陛ゲイ藻からる｣

手さんには大変たというので主にゲイ擬を採集すること

にした｡そこで､ミズゴケの中の黒ずんだ泥､源原のあ

ちこちにある褐色に色づいている泥や川の匠の泥を管ビ

I/:こサジですくって流し込んだ｡先生のお話によると｢

ミズナケ泥原の水は栄養になる塩類が少く､酸素も不足

しがちで､酸性であり､面白いゲイ譲が沢山でてくる｣

ということであった｡

帰りは木崎湖に行った｡湖水のはたの芝生にすわって

これからの研究の方法について先生にうかがったo英夫

君はそれを次のように/-下した°

1,材料を2cc位ルツ水に入れ､濃硫酸を加えてし

ばらく熟して､冷却してから過酸化水素水を加えると真

崇の液が無色になる0

2,これに蒸溜水を満して､ 30分おきに10回位とりか

;お報い本紙の購読御箱墓の方は-カ年郵暢馴7

! 0円(郵送瀞とも)を現金書留または郵便蕾為･
･郵便切手で轟器楽大町高､大町山岳博物館宛.ど

く　送金下さい｡　　　　　大町山岳持物館

｢先生が調べたところによると､この外にフルストリ

チ.ロームポイデスが居谷里の湿原で大雪なゲイ藻とし

て執ずることができる｣

｢日本の湿原では白光の兎島､八島が原の鎌池､尾瀬

のミズゴケ湿原などから､エウノデイブ･ロブスタやフ

ルストリア･ロームポイデスが沢山見出されており､ミ

ズゴケ酸味を代表する踵類として大著なんだよ｣ ｢メロ

ンラ.イダリカはどうなんですか｣ ｢ヨーロッパの海原

では中性ゲイ藻はほとんど見られないが､こゝでメロシ

ラ.イダリカが見られることは特異な点だということに

なるかな｣

英夫君と玲子さんは顕微鏡にすいつかれたように､い

つまでもみいっていたo

t写真1は居谷皇湿原のケイ蓬　　A ･エウノティナ･

ロブスタ　　CEunotiarobusta)　　B ･フルストリ

ア･ロームポイデス(Frustuliarhomboides)
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